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1966 年（昭和41年）、1976 年（昭和51年）、1997 年
（平成9年）に発行の４枚とした。このうち1959 年発
行版は団地造成前の森林が広範囲であるため比較確認
するのみとし、作業時間を考慮して、残りの３枚を土
地利用図の作成に用いることとした。各地形図は、地
図記号を読み取りやすくするために、地形図中の学区
域の範囲を中心に拡大複写（A3 版）した。
　土地利用図の作成は、範囲内をすべて塗色して利用
範囲や面積を調べることではなく、使用する３枚の地
形図からその年代の状況が視覚的に分かれば十分であ
り、４学年の学習レベルと作業時間を考慮して、でき
図３ 黒松地区での土地利用の変遷. 国土地理院発行2万5千分の1地形図『仙台東北部』（昭和41年、昭和51、平
成9年の各発行版）を使用. 利用形態変化の顕著な森林(緑地)、水田、畑地についてそれぞれ着色した.
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るかぎり簡便でわかりやすい方法にするよう工夫した。
学区域のかつての環境を代表するとともに、自然保護
にも考えがおよぶようにするために森林（広葉樹・針
葉樹）を１つとし、さらに、年代による変化の大きい
水田と畑地とを加えた３つの土地利用形態に着色する
ことにした（図４）。着色は、地図記号をさがしてそれ
に色丸をつけることにし、児童がイメージしやすいよ
うに、森林を緑色、水田を水色、畑地を桃色の配色と
した。また、地図記号については、３年次の学習内容
の復習も含めて、塗色作業の前に確認することにした。
　学習活動は、導入時の説明や空中写真の観察、屋上
からの観望は全員で行うが、その後は地図上の塗色に
時間がかかるために、グループごとの共同作業とした
（図５・図６）。グループで作業を終えて考えをまとめ
た後、最後に各グループで発表することとした（図７）。
（３）事後評価
　実践授業は４学年の３学級（114名）を対象にして、
６月中旬の３時間を割り当てて行った。学習内容は３
学級（１学級38名）でほぼ同じであるが、雨天のため
に屋上での観望が中止され、また当初の予想よりも作
業に時間がかかったために一部変更した。
　３時間の授業の最後に、以下の点について感想を書
いてもらった。
1組：（3回の学習を踏まえて）あなたはこれからどう
していきたいですか。
2組：（3回の学習を踏まえて）気付いたことや、思っ
たことを書いてください。
3組：むかしのくらしをイメージして書いてください。
　これに対して、1組と2組では、学習を通して、「森
林（緑地）の減少」に気付いた児童が多く、感想文の内
容も、森を作りたい、動物や虫のすみ場を作りたい、自
然を大事にする、といった内容が目立った。3組では、
2クラスと違い、地図や空中写真からむかしの生活をイ
図４ 授業で作成する土地利用図の例. 国土地理院発行2万5千分の1地形図『仙台東北部』（昭和41年、昭和51
年、平成9年の各発行版）を使用。図３に対応する.
　図５　学習風景. 地図記号に丸付けをしている.
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メージし、自然が多く、ながめがきれいそうだ、である
とか、今の生活との利便性の比較について書いている
児童もいた。このような感想をみる限り、児童にとって
は、身近な地域の環境を取り上げたことから、興味・関
心がわき学習しやすかったのではないかと思われる。
　しかし、授業のねらいについては、その達成が不十
分であった。大きなねらいとしていた自然環境の保護
や保全については、数名の児童の意見を除けば、多く
の児童に受け止められたとはいいがたい。この改善の
ためには、ねらいとする考え方に誘導できるような資
料をさらに用意していく必要がある。また、児童の発
達段階に合わせなければ、「児童に学習を通して何をつ
かんでもらいたいか」が明確にならなくなってしまう。
それを果たすために、児童が把握すべき事項をできる
だけ少なく絞り込むとともに、導入と最後のまとめに
あたってそれらを強調する必要があった。
４．おわりに
　本事例は小学校社会科の単元として行ったものであ
るが、同様な内容を『総合的な学習』としての地域学
習や環境学習の中で展開することは十分可能である。
なぜならば、学区を中心とした地域を把握するには地
図の利用は不可欠であり、さらに地域の過去のようす
は旧版地形図によく記録されているからである。旧版
地形図とあわせて、各年代の空中写真を使えば、過去
のようすはかなり多く知ることができる。
　一方、『総合的な学習』には、教科にとらわれない幅
広い学習が期待されている。本事例の内容に加えて、
実地での観察や調査、学区域に永く暮らす住民からの
聞き取りなどをすれば、より深まった学習となる。さ
らにその上で、植樹などの緑化活動や学区域のリサイ
クル活動などを組み合わせれば、充実した環境教育が
展開できるであろう。
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補足　旧版地形図の入手について
　現在までに発行されている地形図については、国土
地理院の本院及び各地方測量部で、マイクロフィルム
を投影した状態で閲覧することができる。東北地方管
内については、国土交通省国土地理院東北地方測量部
にて閲覧することができる。
　5万分の1地形図および2万5千分の1地形図の発行
年、図歴については、http://www.gsi.go.jp/MAP/
HISTORY/5-25/index.htmlによって確認した後、謄本
交付を申請すればよい。
　旧版地形図購入のための「謄本交付申請書」と「交
付用別紙」については、http://www.gsi.go.jp/MAP/
HISTORY/koufu.htmlからダウンロードできる。これら
は、(財)日本地図センターでも代理注文できる。
図６ 学習風景. グループで土地利用状況の比較をして
いる.
図７ 学習風景. グループで話し合ったことを発表して
いる.
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付表　学習指導案
